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東
急
文
化
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
四

学
館
問
題
を
発
言

　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
゛

　
文
団
達
も
学
長
倉
見
ず

日
本
の
憲
法
に
反
ぶ
Ｑ
と
思
う
。
大
衆

団
交
は
学
生
の
総
意
を
表
わ
す
も
の
で

は
な
い
。

　
　
学
長
互
ハ
項
目
は
法
律
問
題
を
も
っ

　
　
　
″
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「

匹
諮

る
程
度
ぼ
実
行
し
ち
柴
田

　
進
午
問
題
や
学
生
部
解
体
な
ど
を
行
な

　
り
た
。
国
際
法
で
は
国
会
を
経
な
い
規

　
約
は
政
府
だ
け
を
拘
束
す
る
。
時
世
の

　
変
化
や
首
脳
の
交
代
に
£
っ
て
ヽ
法
屏

　
釈
も
変
っ
て
く
る
。

　
ｔ
Ｉ
執
行
部
が
交
代
す
れ
ば
、
六
項

　
目
確
約
書
に
対
す
る
態
度
も
変
わ
る
と

　
い
う
こ
と
か
。

　
　
学
長
＝
大
学
の
最
高
責
任
者
は
大
学

　
長
で
は
な
い
。
理
事
会
・
教
授
会
・
連

　
合
教
授
会
な
ど
に
権
限
が
分
散
し
て
い

　
る
。
　
　
　
・
・

　
　
Ｉ
Ｉ
最
高
責
任
者
は
一
人
に
限
定
で

　
き
な
い
の
か
。

　
　
学
長
＝
民
主
主
義
で
ゆ
ｔ
う
だ
。

　
　
Ｉ
上
ハ
項
目
に
乗
っ
た
自
治
会
が
設

五
ざ
れ
た
場
合
、
大
学
側
は
ど
う
す
る

‐
‐
‐
‐
の
か
・

　
　
学
長
＝
全
学
の
総
意
を
表
わ
す
も
の

　
が
で
き
れ
ば
認
め
る
。

　
　
１
総
意
と
は
、
ど
の
よ
う
に
限
定

　
す
る
の
か
。
ヽ

　
　
学
長
＝
ケ
ー
ス
パ
ィ
ケ
ー
ス
で
す
。

　
　
Ｉ
’
学
館
の
自
主
管
理
問
順
に
つ
い

　
て
ど
ケ
考
え
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
学
長
肌
新
学
隻
掘
の
新
築
は
決

七

　
し
て
い
る
が
、
一
部
と
二
部
の
室
割
ｏ
・

　
が
、
ま
だ
決
っ
て
い
な
い
。
自
主
管
理

　
に
つ
い
て
は
、
交
渉
委
員
に
研
究
し
て

　
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
１
１
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
廃
止
は
い
つ

行
う
の
か
。

　
学
長
＝
は
っ
き
り
言
え
る
こ
と
は
、

入
学
式
が
終
る
ま
で
は
こ
の
ま
ま
だ
。

学
生
が
授
業
を
妨
害
し
た
り
す
る
こ
と

す
る
の
は
違
法
で
あ
り
、
学
生
に
は
ス

ト
ラ
イ
キ
権
は
な
い
。
―

　
Ｉ
Ｉ
正
門
以
外
の
門
は
な
ぜ
開
け
な

い
の
か
。

　
学
長
＝
他
の
門
を
開
け
て
も
良
い
の

だ
が
、
金
や
そ
の
他
め
ん
ど
っ
な
こ
と

が
出
て
く
る
。

　
Ｉ
Ｉ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
に
話
し
合

い
路
線
が
失
敗
し
た
£
め
る
の
は
。

　
学
長
＝
バ
リ
ケ
ン
ド
撤
去
の
話
し
合

い
は
失
敗
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　
Ｉ
Ｉ
学
期
前
の
大
衆
団
字
ぷ
ぢ
か

　
学
長
＝
私
は
学
生
の
大
衆
団
交
は
、

‐
‐
‐
‐

‐
　
｝
月
十
六
日
、
午
後
二
時
よ
り
、
学

長
座
で
、
文
団
連
本
部
役
員
と
学
長
と

の
会
談
が
行
な
わ
れ
た
。

・
　
学
館
問
題
に
関
し
て
、
学
長
は
基
本

的
な
管
理
板
は
大
学
当
局
に
あ
る
と
し

な
が
ら
、
具
体
的
諸
権
利
は
学
生
に
あ

る
と
述
べ
、
二
重
管
理
だ
と
答
え
た
。

文
団
連
の
諸
活
動
は
学
校
の
許
七
た
範

囲
で
行
な
凡
ぱ
学
館
自
主
管
理
に
お
け

る
困
難
は
な
い
と
し
、
当
局
の
管
理
運

営
へ
の
介
入
を
必
然
な
も
の
と
発
吝
し

た
。

　
次
い
で
、
春
季
休
暇
中
に
お
け
る
学

館
使
用
に
関
し
て
、
後
期
試
験
以
降
、

入
学
試
験
ま
で
の
学
館
使
用
は
検
問
体

制
維
持
、
も
し
く
は
強
化
を
も
っ
て
認

取
材
課
長
示
葦
伸
夫
俣
一
）

広
皆
課
長
小
屡
め
ぐ
み
（
法
二
）

　
袋
苧
蕎
条
編
集
盾
の
役
員

改
選
が
、
孝
孝
刄
頁
十
八
日
の
局
員

馬
匹
告

会
計
課
長

（
法
二
）

（
法
二
）

（
理
一
）

（
経
二
）

、
激
動
の
七

ぺ
く
、
新
役

ｔ
弔
正
敗
（
理
一
）

決
定
で
あ
る
姦
心
べ
、
そ
れ
に
関
連
し

て
、
来
年
度
入
学
式
は
四
月
十
八
日
行

な
わ
れ
る
だ
唇
Ｚ
建
べ
た
。
文
団
連

の
春
季
休
暇
暇
の
諸
活
動
の
保
障
は
保

留
と
い
う
形
を
ど
り
た
と
言
え
る
。

　
文
化
活
動
ａ
降
活
動
に
関
し
て
。

　
「
剪
的
き
由
香
斐
ず
る
の
は
勝
手

だ
」
と
い
い
、
酎
板
物
等
の
思
想
的
な

も
の
に
は
規
服
し
な
い
と
い
い
な
が
ら

直
接
的
な
行
動
は
箆
制
す
る
と
述
べ

た
。
　
ま
た
国
家
の
大
学
へ
の
干
渉
は
自
主

的
判
断
を
も
コ
竃
絶
す
る
と
述
べ
な

か
吋
一
、
大
学
皆
瞳
豚
資
本
」
に
頼
ら

ね
ば
な
ら
ず
、
｝
笠
屋
省
の
条
件
艮
６

な
い
改
革
は
行
な
え
な
い
と
述
べ
た
。

Ｈ
回
斜
言
胆
討
討
詣
鋲
討
録
鍔
蒜

の
は
排
除
す
ら
・
望
覆
葦
馨
試
後
に
お
け
票
顔
用
の
問
題
某

一

学
生
内
の

Ｉ
賢

島
と
の
交
ｓ
団
体

　
　
’
豊
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＝
箭
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Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
｀
上

［

ノ
　
丁

一

Ｆ

ｉ
」

ス
ト
権
・
団
交
権
認
め
ず

‘
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
。
　
　
’
Ｓ
。
　
　
４
　
　
４
　
　
４

大
学
の
社
会
的
責
任
を
強
調

　
一
月
十
一
一
百
、
午
後
二
時
半
よ
り
、
学
長
室
に
お
い
て
、
本
編
集
局
は
大
平
学
長
と
、
「
一
、
建
学
の
精
神
。

二
、
今
年
度
の
抱
負
。
三
、
検
問
体
制
。
四
、
学
館
問
題
。
五
、
六
項
目
確
約
書
。
」
に
関
し
て
会
見
し
た
。
学

長
は
「
私
は
大
学
の
最
高
責
任
者
で
は
な
い
」
？
ハ
学
は
教
育
の
自
治
が
優
先
す
る
。
ス
ト
は
絶
対
に
認
め
な

い
」
等
、
重
要
な
発
言
を
し
た
。
し
か
し
、
我
々
が
提
起
し
て
き
た
大
学
に
関
す
る
本
質
的
な
問
に
は
答
え
ず
、

専
ら
、
・
設
扉
充
実
の
た
め
の
国
家
と
の
癒
着
を
強
調
し
、
現
在
の
国
家
に
よ
る
教
育
管
狸
筋
に
は
、
「
新
し
い

大
学
」
と
不
明
確
な
ィ
メ
ー
ー
ジ
を
強
調
す
る
こ
と
に
終
始
し
た
。
ま
た
、
一
昨
年
来
の
青
学
大
闘
争
の
歴
史
的
事

実
に
は
否
定
的
な
態
度
を
と
り
、
現
在
の
大
平
学
長
の
我
々
に
対
す
る
態
度
を
裏
付
り
た
。

　
Ｌ
建
学
の
精
神
に
つ
い
て
学
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

へ
学
長
孔
十
五
年
の
伝
統
に
は
ぐ
く

ま
れ
た
抽
象
的
精
神
構
造
で
あ
り
青
山

学
院
の
伝
統
的
な
指
導
精
神
と
言
え
る

キ
ジ
ス
ト
教
精
神
と
い
う
も
の
は
私
は

西
欧
文
化
の
内
面
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

り
’
、
日
本
の
近
代
化
に
役
立
っ
た
西
欧

文
明
の
窓
口
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
―
元
学
長
の
大
木
氏
は
青
学
は
キ

ジ
ス
ト
教
の
大
学
で
あ
る
か
ら
マ
ル
ク

ス
主
義
者
は
去
れ
と
百
っ
た
が
学
長
は

ど
う
思
わ
れ
る
か
。

　
。
学
長
呈
ハ
学
に
は
研
究
の
自
由
と
軟
’

育
の
自
由
と
が
あ
る
。
教
育
の
自
由
と
’

な
る
と
自
ず
か
忿
凛
が
あ
る
。
大
学

の
機
能
は
教
育
で
あ
り
、
教
育
と
な
る

と
、
教
え
ら
れ
る
者
と
教
え
る
者
が
あ

y

4
J
Q
教
え
る
内
容
の
ガ
ィ
ダ
ン
ス

は
当
然
行
な
わ
れ
る
ブ
　
　
ヽ

　
Ｉ
Ｉ
今
年
度
の
方
針
の
概
略
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

　
細
長
―
現
在
、
青
学
は
紛
争
の
拾
収

期
に
あ
り
、
行
う
べ
き
こ
と
は
、
秩
序

の
樹
立
、
暴
力
追
放
に
よ
る
研
究
の
遅

れ
を
と
り
も
ど
す
事
が
あ
る
。
無
体
的

に
は
大
学
の
再
建
と
し
て
、
第
二
学
館

の
新
築
、
教
員
補
充
増
員
、
経
営
・
文

学
・
理
工
芸
詐
矢
学
院
の
設
立
・
そ

の
他
に
慣
習
の
成
文
化
、
規
則
が
再
検

討
な
ど
を
行
う
。
社
会
と
の
関
連
を
考

え
社
会
へ
聞
か
れ
た
大
学
を
め
ざ
す
。

　
１
大
学
問
題
の
原
因
ど
ば
何
で
あ

る
と
考
え
る
か
。

　
学
長
↓
ハ
学
の
問
題
は
学
校
や
年
に

-

よ
り
異
る
、
よ
う
す
る
に
人
の
心
だ
。
。

　
・
－
－
「
大
学
と
は
何
か
」
と
い
う
問

い
か
け
ぬ
き
に
改
良
を
行
っ
て
も
解
決

と
は
な
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
、
。

　
　
ｉ
ｌ
ｉ
ｙ
　
『
　
　
　
　
″
－
　
　
　
Ｉ

　
　
Ｉ
奏
↓
ハ
学
の
大
秀
信
に
よ
り
、
社

会
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
つ
社
会

へ
聞
か
れ
た
大
学
を
目
ざ
す
。
同
と
し

て
社
会
人
の
再
教
育
な
ど
も
上
げ
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
改
革
は
国
家

的
規
模
に
お
か
忿
国
家
資
本
の
援
助
を

受
け
て
行
わ
ね
ば
な
ち
ず
青
学
大
だ
け

で
は
で
き
な
い
。
’

　
Ｉ
Ｉ
・
国
家
の
援
助
を
受
け
る
時
、
ま

た
大
学
立
法
な
ど
に
お
い
て
、
国
家
と

大
学
。
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

　
学
長
Ｈ
‥
現
在
の
問
題
と
し
て
は
、
国

家
に
規
制
さ
れ
て
は
い
な
い
し
、
大
学

立
法
に
よ
ぅ
て
も
規
制
は
さ
れ
て
な
い

　
ー
ー
学
長
自
身
は
大
学
立
法
反
対
の

決
議
に
署
名
さ
れ
た
が
、
大
学
立
法
に

は
現
在
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
学
長
＝
大
学
立
法
が
民
生
々
義
の
ル

ー
ル
に
し
た
が
っ
て
可
決
さ
れ
た
以
上

レ
た
が
う
の
は
当
然
だ
。
わ
れ
の
れ
は

大
学
立
法
の
悪
い
面
を
修
正
す
る
よ
う

ｌ
‐

１

％
＆
．
Ｉ
Ｌ
．
ａ

学づ長

に
学
生
の
意
行
を
打
診
し
て
い
る
か
ら

別
に
問
題
は
な
い
と
思
う
。

　
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
民
法
所
有
権
に
よ

り
み
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
権
利
は

理
事
長
に
あ
り
、
そ
の
た
め
、
ロ
ッ
ク

ア
ウ
ト
は
、
学
長
・
院
長
・
理
事
長
の

名
で
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
行
い
、
理
事
会

で
事
後
承
諾
と
い
う
形
で
理
事
会
決
定

と
な
る
。

　
１
‐
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
さ
れ
て
い

る
三
位
一
体
と
は
何
な
の
か
。

　
学
長
且
理
事
会
が
開
か
れ
る
機
会
が

少
く
な
い
の
で
機
能
の
問
題
と
し
て
三

位
一
抹
制
を
と
っ
た
。
ｆ

　
１
１
ハ
リ
紙
・
タ
テ
カ
ン
な
ど
の
禁

止
と
前
に
存
在
し
た
三
公
示
と
の
か
ね

会
い
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
学
長
＝
大
学
の
自
治
は
教
育
で
あ
り

教
育
が
大
学
の
本
質
で
あ
る
か
ら
、
あ

ご
程
度
教
育
と
な
る
ぶ
服
さ
れ
る
の

は
当
然
だ
。
学
生
は
人
間
形
成
を
し
教

え
ら
れ
る
立
場
で
あ
る
か
ら
、
社
会
活

動
や
政
治
活
動
受
付
う
な
ら
、
社
会
に

出
て
や
れ
ば
よ
い
し
、
政
党
に
入
っ
て

や
れ
ば
よ
い
。
学
校
内
旭
町
う
な
ら
学

校
の
秩
序
に
し
た
が
っ
て
や
ら
ね
ぱ
な

ら
な
い
。

”
－
六
項
目
は
比
准
に
お
い
て
問
題

ｌ
～
Ａ
　
～
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- １

-

ニ心九

市
の
″
整
珊

″
で
あ
り
、
第
三
に
公
共

投
資
の
拡
大
に
よ
り
民
間
資
本
へ
新
た

な
串
場
を
提
匪
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過
’

剰
資
本
の
排
け
口
と
す
る
こ
と
で
あ
る

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
国
土
開
発
計
画
構

想
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
″
全
国

七
ブ
ロ
ッ
ク
化
構
想
″
″
広
域
首
都
圏

　
　
Ｉ
ｔ
Ｉ
Ｉ
ｅ
’
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
’
Ｉ
Ｉ
参
ｉ
！
ｘ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
・

構
ｙ
が
あ
り
、
軍
事
的
仔
僚
的
死
治

機
構
の
形
成
と
階
級
支
配
の
打
ち
固
め

と
し
て
日
々
進
行
し
て
い
る
。
そ
れ
は

ま
さ
し
く
、
プ
ロ
レ
タ
ー
ア
階
級
に
と

っ
て
は
資
本
の
下
へ
の
絶
望
的
隷
属
で

あ
匈
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
圏
の
人
民
抑

圧
機
構
の
形
成
で
あ
る
。

三
里
塚
空
港
の
本
質

　
　
　
　
－
４

　
か
か
る
騎
発
の
下
で
政
府
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
は
六
六
年
、
突
如
、
新
東
京
国

畷
協
を
千
葉
県
成
田
串
三
里
塚
に
建

設
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
政
府
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
三
木
の
滑

走
路
（
四
〇
〇
〇
米
、
三
二
〇
〇
米
、

二
五
〇
〇
米
）
を
中
心
に
管
制
塔
、
タ

ー
ミ
ナ
ル
、
誘
導
道
路
等
々
の
諸
関
連

施
設
か
ら
な
り
星
霜
面
積
は
千
六
十

む
に
も
及
ぶ
。
そ
し
て
、
こ
の
巨
大
な

星
ぼ
、
既
に
飽
和
状
態
に
通
知
六
型

ジ
ェ
ッ
ト
機
時
代
に
対
応
し
き
れ
な
い

羽
田
空
港
に
か
わ
っ
て
、
農
民
の
土
地

を
強
制
的
に
奪
う
こ
と
に
よ
っ
て
七
十

年
代
に
お
け
る
運
輸
、
交
通
の
澗
逞

化
に
対
応
し
き
れ
る
も
の
と
し
て
、
つ

ま
り
、
Ｓ
Ｓ
Ｔ
、
コ
ン
コ
ル
ド
、
ジ
ャ

ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
に
対
応
し

き
れ
る
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る

そ
し
て
同
時
に
、
一
一
雁
燃
淑
を
中
心

と
し
京
葉
地
帯
の
、
否
、
’
関
東
一
帯
の

″
地
図
″
が
書
き
か
え
ら
れ
ん
と
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
眉
塚
ゆ
恣
を
中

心
に
「
北
総
開
発
計
画
」
の
名
の
下
に

日
本
重
化
学
工
業
地
帯
の
新
し
い
拠
点

と
し
て
の
京
葉
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
確

立
。
そ
右
に
続
く
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

九
十
九
里
浜
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
建
設
が

な
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ら

の
地
帯
を
結
ぶ
「
東
関
東
高
速
自
動
車

道
路
」
　
「
国
道
五
一
号
線
の
弛
長
」

↓
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
　
「
千
葉
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ど
等
の
構
態
に
基
づ
い
怠
目

都
圏
一
帯
、
関
東
」
帯
む
意
業
、
交
通

運
輸
の
再
編
成
が
進
行
し
て
い
る
ぺ

．
．
、
か
か
る
構
想
は
ま
き
し
ぐ
逼
Ξ
尤

ブ
ロ
ッ
ク
化
晴
眼
″
２
置
と
し
て
あ

た
関
東
一
帯
の
農
村
の
解
体
と
、
そ
れ

に
よ
っ
て
生
じ
た
農
民
の
安
価
な
労
動

力
を
吸
収
七
う
る
″
広
域
首
都
圏
構

想
″
へ
と
向
わ
ぜ
る
も
の
で
あ
る
。

　
三
里
塚
窓
万
建
設
は
、
輸
送
部
門
に

お
い
て
も
超
音
速
大
型
機
の
導
入
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
船
舶
輸
送
に
変
わ
る

も
の
と
し
て
内
外
輸
送
手
段
の
大
白
理

化
を
引
き
起
こ
さ
ん
と
し
て
い
る
。
世

界
分
業
体
制
の
再
編
の
真
っ
た
だ
中
に

あ
っ
て
民
間
航
空
業
界
は
、
輸
送
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た

め
に
競
っ
て
澗
醤
天
型
機
に
飛
び
つ

い
て
い
る
。
既
に
日
本
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
は
、
日
本
の
重
化
学
工
業
化
１
高
度

経
済
成
長
の
中
で
設
備
投
資
と
技
術
革

新
に
対
し
て
流
通
部
門
の
立
ち
遅
れ
を

完
全
に
露
呈
ト
筑
。
そ
の
よ
う
な
中
で

政
府
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
流
通
部
門
に

対
す
る
攻
撃
は
東
淀
俑
化
（
都
電
廃

止
、
お
よ
び
各
市
電
廃
止
）
、
国
鉄
十

五
万
全
鋤
化
、
金
聾
涌
化
（
自
前

取
揃
押
印
機
、
自
動
区
忿
愛
機
導
入

主
審
者
の
無
償
労
働
の
利
用
）
と
し

て
主
に
阿
公
労
に
ふ
き
６
れ
て
い
る
。

設
を
テ
コ
に
交
通
、
迪
輸
、

合
理
化
に
よ
る
国
内
産
業
再

徹
せ
ん
と
し
て
い
る
。

め
が
ず
こ
と
の
で
き
な
い
こ

・
、
三
里
恵
善
一
建
設
は
か
か

通
信
、
交
通
の
近
代
化
１
合

で
だ
け
で
な
く
、
そ
の
裏
に

陰
ぺ
い
さ
れ
て
い
る
軍
事
泡
港
と
し
て

の
機
能
を
十
二
分
に
も
っ
て
い
る
。
現

在
米
軍
軍
用
機
の
発
着
が
急
増
し
て
い

る
羽
田
空
港
○
機
能
が
、
そ
の
ま
ま
三

里
塚
空
港
に
引
き
つ
が
れ
て
い
く
こ
と

は
明
白
に
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
国
内

商
品
輸
送
の
手
段
と
し
て
全
国
の
主
要

都
市
を
網
躍
せ
ん
と
し
て
い
る
高
速
通

路
建
設
の
中
で
、
玲
に
「
東
北
自
動
車

縦
貫
退
路
」
建
設
に
対
し
て
は
「
重
戦

車
の
通
れ
る
幅
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚

さ
、
強
さ
」
　
「
戦
闘
機
が
緊
急
着
陸
で

き
る
条
件
を
備
え
よ
」
等
々
の
軍
事
的

構
想
が
も
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て

Ｓ
Ｓ
Ｔ
、
コ
ン
コ
ル
ド
な
ど
の
超
音
速

大
型
機
の
開
・
発
は
、
も
と
も
と
軍
事
的

要
請
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
第
二
次
大
戦
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
ジ
ア
な
ど
世
界
各
地
に
散
在
む
て
い

大
多
数
の
人
民
抑
圧
の
軍
事
荒
が
、

ギ
ル
’
ポ
ン
ド
危
機
と
ペ
ト
ナ
４
戦
争

に
よ
る
深
刻
な
財
政
難
、
沖
　
、
日
本

カ
土
を
中
心
と
し
た
基
地
撤

卵

争
に

よ
り
海
外
人
民
抑
圧
軍
事
基
地
の
整
理

統
合
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
現
在
「
一
朝
有

事
の
時
に
い
か
に
速
く
大
量
の
兵
員
と

　
　
　
き
　
　
　
　
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ

武
器
を
運
ぶ
か
」
が
戦
略
的
観
温
か
ら

大
き
な
司
唄
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

機
の
Ｓ
Ｓ
Ｔ
叱
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
三
月
に
は
、
フ
ォ
ー
カ
ス
・
レ
チ

ナ
作
戦
と
い
う
史
上
最
大
と
い
わ
れ
る

大
｛
ｉ
作
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
は

ア
メ
Ｊ
力
帝
国
主
義
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
苦
々
し
い
経
験
か
ら
、
新
し
い
戦

略
の
Ｉ
つ
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り

ア
メ
リ
カ
国
内
か
ら
″
一
朝
有
事
″
に

し
て
い
か
に
速
く
大
量
の
兵
員
と
武
器

を
大
型
輸
送
機
で
紛
争
地
点
に
運
べ
る

か
を
試
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｔ
、

コ
ン
コ
ル
ド
な
ど
に
対
応
し
き
れ
る
も

の
と
し
て
建
設
さ
れ
る
三
里
然
歯
は

　
　
ｉ
４
！
摯
、
ｓ
Ｉ
Ｉ
審
萬
Ｉ

　
こ
の
よ
う
に
三
里
愁
峨
は
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
人
民
に
と
っ
て
程
抱
に
な
り

こ
と
す
れ
、
決
っ
し
て
自
ら
の
発
展
に

は
な
ら
な
い
。
国
土
七
ブ
ロ
ッ
ク
化
構

態
に
よ
る
農
村
の
解
体
と
農
民
の
プ
ロ

レ
タ
ー
ア
化
。
そ
れ
と
同
時
に
、
余
剰

労
動
力
を
吸
収
し
っ
る
都
市
の
整
備
。

三
里
塚
現
地
「
三
里
塚
芝
山
反
対
同

盟
」
の
運
動
は
、
最
初
「
土
地
と
生
活

を
守
れ
」
か
ら
出
発
し
た
。
そ
れ
は
自

ら
が
、
小
土
地
所
有
者
と
し
て
自
ら
を

規
定
し
、
中
彫
階
級
か
ら
の
没
落
か
ら

自
己
の
身
を
守
る
運
動
と
し
て
展
開
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
穴
八
年
の
三
・

一
〇
闘
曾
満
雄
に
１
ぞ
、
歴
史
的
に

も
無
類
の
戦
闘
性
を
も
ち
つ
つ
も
、
常

に
社
会
的
限
界
内
に
あ
っ
た
農
民
の
運
。

　
　
一
　
　
　
丿
一
　
ｒ
ｌ
　
一
　
　
丿
一
　
ｒ

肪
か
、
賞
交
、
陳
欽
の
反
白
１
.
争
を
闘

い
抜
い
て
き
た
プ
ロ
レ
タ
ジ
ア
ー
ト
の

フ
ォ
ー
カ
ス

ジ
ア
・

裂

に

　ゝ

ア

祉存忿旦
てつ
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事
基
地
と
し
て
の
馨
能
を
現
わ
ず
の
も

明
白
に
な
’
っ
て
い
る
。

　
世
界
分
業
体
制
の
帝
国
主
義
的
再
編

の
中
で
日
本
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
こ

の
三
里
塚
１
薯
凌
を
テ
コ
と
し
つ
つ

国
内
分
業
体
茨
咎
讐
拘
に
爺
の
、

さ
り
に
、
新
島
池
内
統
治
楊
複
丁
軍

事
的
官
僚
的
Ｌ
の
再
観
を
反
革
命
階
級

同
盟
を
テ
コ
と
し
て
形
吹
せ
ん
’
″
じ
て

い
る
。

三
里
塚
農
民
運
動
の
現
段
階

　
　
と
の
結
合
な
く
し
て
は
勝
利
の
展
望
が

切
り
開
け
な
い
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
「
土
地
を
守
る
闘

い
」
か
ら
「
反
権
力
の
闘
い
」
へ
と
発

進
行
す
る
人
民
抑
圧
機
構
の
〃
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・
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展
し
て
き
た
。
だ
が
、
一
方
に
お
い
て

は
そ
の
小
市
民
性
の
故
に
誦
の
た
め

に
は
″
と
条
件
派
に
陥
っ
て
ゆ
く
部
分

を
も
大
量
に
生
み
出
し
応

　
マ
ル
ク
ス
は
言
う
。
「
中
産
階
級
、

小
工
業
者
、
小
商
人
、
小
工
業
者
、
農

民
、
こ
れ
ら
は
す
ぺ
て
中
罷
篆
と
」

て
の
存
在
を
器
Ｆ
辱
る
島
に
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
と
闘
う
。
し
た
が
っ

て
、
か
れ
ら
は
藁
命
的
で
は
な
く
、
む

　
愈
學
筒
筒
争
の
街
塗
箔
闘
争
へ
の
展
間
か
ら
、
現
代
日
本
の
諸
矛
盾
の
徹
底
的
な
暴
露
が
、
人
民
の
前
に

大
曝
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
砂
川
・
長
沼
等
の
基
地
拡
張
反
対
闘
争
が
、
農
民
の
素
朴
な
「
土
地
を
守

る
」
遅
動
か
ら
、
先
鋭
な
権
力
と
の
熾
烈
な
闘
争
へ
μ
昼
間
さ
れ
て
い
っ
た
歴
史
が
あ
る
。
今
、
三
里
塚
闘
争

が
、
権
力
の
露
骨
な
反
対
派
農
民
に
対
す
＆
威
嚇
、
強
迫
が
延
々
と
く
畠
言
れ
、
脱
落
す
る
農
民
が
増
加
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
権
力
に
対
決
し
、
十
啓
露
衛
す
る
中
か
ら
、
現
代
日
本
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

ー
、
政
府
の
意
図
を
は
ね
濯
し
て
い
る
三
里
塚
闘
争
を
、
現
在
世
界
の
現
状
分
析
か
ら
、
そ
の
戟
う
農
民
の
危
機

的
砧
恥
ぺ
闘
う
農
民
の
姿
を
諭
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
Ｑ
　
、

ド
ル
危
機
と
そ
の
均
質
化

　
六
十
年
安
保
闘
争
後
、
一
定
の
後
退

を
奈
義
な
く
さ
れ
た
日
本
プ
ロ
レ
タ
ー

ア
運
動
は
、
そ
の
後
、
日
韓
闘
争
を
契

機
に
し
て
プ
ロ
レ
タ
ｎ
ｙ
ア
ー
ト
の
政
治

的
支
配
能
力
の
痩
得
に
向
げ
た
新
た
な

段
階
に
突
入
し
た
。
六
五
年
上
八
九
年

の
日
韓
・
砂
川
・
羽
田
・
佐
世
保
・
王

子
・
成
田
等
の
幾
多
の
闘
い
を
経
る
過

程
で
六
十
年
安
保
当
時
の
″
怒
れ
る
小

市
民
の
群
″
と
化
し
て
い
た
部
分
、
小

市
民
宗
派
の
物
理
力
。
、
。
小
市
民
運
勲
の

合
扁
隊
に
陥
Ｌ
逞
め
ら
れ
て
い
た
プ
ロ

レ
タ
Ｊ
ア
ー
ト
の
中
か
ら
、
階
級
闘
争

の
重
荷
冷
喬
負
っ
｛
忿
命
的
プ
ロ
レ
タ

ｊ
ア
ー
ト
が
次
第
に
純
化
さ
れ
、
政
治

的
一
又
配
能
力
を
も
っ
た
独
自
勢
力
と
し

て
登
櫛
し
て
き
て
い
る
。
。

　
第
コ
次
諮
哭
戟
に
お
μ
で
唯
一
の

絶
バ
戦
勝
国
と
し
て
世
界
資
主
義
社
会

を
支
配
し
て
き
た
ア
メ
ー
カ
帝
国
｝
汲

は
、
日
本
、
西
ド
ィ
ツ
を
は
尽
め
と
す

る
各
国
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
帝
国
衆
巍

的
自
立
と
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
等
に
よ
る

ド
ル
危
機
に
よ
む
、
絶
対
的
優
位
国
か

ら
相
対
的
優
位
国
へ
と
後
退
を
せ
ま
ら

れ
た
。
そ
し
叉
戦
後
、
ア
メ
μ
カ
の

征
剥
的
な
倉
壁
握
ｉ
位
を
背
景

に
し
て
創
ｍ
さ
れ
た
１
Ｍ
Ｆ
体
制
の
Ｉ

ａ
＝
&
ａ
ｓ
＆
ｓ

ｊ
４
＆
＆
１
’
１
&
。
．
ｌ

ａ
ｌ
＝
_
Ｌ
酬
’
｀

　
ｌ
ｔ
４
１
４
－
４
』
４

が
、
戦
後
の
産
業
の
近
代
化
・
高
度
化

を
な
さ
な
か
っ
た
が
故
に
、
先
進
国
の

重
化
学
工
業
を
基
礎
と
す
る
世
界
分
業

体
制
の
再
編
に
対
応
七
き
れ
ず
、
国
際

収
支
の
悪
化
を
招
き
作
ｔ
的
困
難
に
陥

い
る
中
で
、
六
七
年
遂
に
十
四
・
七
％

切
り
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
ポ
ン
ド
切
り

下
げ
で
一
挙
に
暴
露
さ
れ
た
資
杢
涵

の
矛
盾
は
そ
政
俊
世
界
各
国
を
襲
い
、

相
次
ぐ
ｆ
１
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
ヱ
八
九
年

の
フ
ラ
ン
切
り
下
げ
、
マ
ル
ク
切
り
上

げ
、
ド
ル
危
機
の
一
層
の
深
化
と
し
て

ぞ
の
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
し
ら
な
い
。

　
”
’
ｙ
か
る
に
、
か
か
る
危
機
の
レ
幻
よ

竺
切
が
プ
ロ
レ
タ
ジ
ア
ー
ト
の
肩
に

お
お
い
か
け
ら
れ
、
西
ド
ィ
ツ
、
フ
ー
フ

ン
ス
、
ィ
タ
ジ
ア
な
ど
で
は
山
ネ
コ
ス

ト
の
続
出
を
吽
び
起
し
、
経
済
的
危
機

と
同
時
に
政
治
的
危
機
を
も
引
き
起
し

て
き
た
。
世
界
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
か

か
る
経
済
的
、
政
治
的
危
機
の
深
化
の
・

中
で
、
反
革
命
の
一
点
に
集
中
し
、
現

在
の
Ｉ
仰
の
矛
盾
を
プ
ロ
レ
タ
ジ
ア
ー

ト
に
帰
着
せ
し
の
る
こ
と
に
よ
っ
て
乗

り
き
ら
ん
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
在

的
に
は
、
先
進
国
間
水
平
分
業
と
そ
れ

に
包
摂
さ
れ
た
形
で
の
包
ｔ
一
国
・
後
進

隙
間
垂
直
分
業
の
徹
底
化
Ｈ
Ｈ
世
界
分
業

ジ
ア
ー
・
・
ト
の
一
層
の
資
本
の
下
へ
の
隷

属
と
し
て
強
固
に
押
し
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
日
本
帝
国
主
義
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
も

そ
の
朗
に
も
れ
ず
　
そ
う
し
た
世
界
分

業
体
制
の
帝
国
主
義
的
再
編
の
中
で
日

米
安
保
を
背
景
に
ア
ジ
ア
に
お
け
る
盟

主
の
地
位
を
確
立
せ
ん
と
し
、
ア
ジ
ア

後
進
国
諸
国
を
軽
工
業
国
化
、
農
業
国

化
（
農
村
）
と
し
日
本
を
重
化
学
工
業

国
化
（
都
市
）
と
す
る
こ
と
を
も
っ
て

そ
の
野
望
恚
ｒ
蓬
げ
ん
と
し
て
い
る

一
方
国
内
に
お
い
て
も
同
時
的
に
「
世

界
分
業
体
制
の
帝
国
主
義
的
再
編
に
見

合
っ
た
形
で
の
国
内
産
業
・
教
育
の
帝

眼
識
的
再
l
i
l
l
!
1
!
J
;
2
j
p
l
｡
Q
t4J

れ
は
戦
後
、
第
一
更
鋤
化
、
第
一
こ
次

急
花
遡
経
る
坤
で
無
三
更
揃
化
へ

の
突
入
と
同
時
に
突
入
し
た
構
造
的
停

滞
期
の
乗
り
き
考
と
し
て
必
然
的
に
呼

び
起
こ
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
″
日
本
地

図
″
を
書
見
劣
る
よ
う
な
規
模
で
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
展
開
さ
れ
ん
と
じ
て

い
る
。

　
か
か
る
国
内
社
会
内
分
業
の
再
編
成

は
、
第
’
一
に
新
産
業
都
市
の
指
定
、
筑

波
学
園
都
市
構
輝
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
地

帯
構
淵
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
恟

産
業
の
再
編
成
に
見
あ
っ
た
形
で
の
大

工
業
地
帯
、
交
通
・
逓
飴
７
通
信
網
印

　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
イ
　
ー

形
成
で
あ
り
、
第
二
記
労
働
力
の
妬

率
的
″
再
生
産
と
し
て
の
農
村
の
″
整
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